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タバコとクルマと・・・ 一一一

道の端を歩いていると車が私をめがけて突進してくる。とっさにハンドルを切って避けるが、

恐怖そのものである。やっと対向車とすれ違うだけの道幅で歩道のない道路の話だ。

歩行者のためらしい白線があるが何の意味もない。こういう道路は一方通行、つまり一車線

にして歩道を設けるべきである。ドライバーはいくぶん不便になるが、人命には代えられない。

これで車を使うところを徒歩か自転車にする人が増えれば、環境によい。

とにかく車が多すぎる。私は車の多い道よりも、遠回りでも裏道を歩くことが多い。それでも

車は侵入してくる。この間、うしろからクラクションを威嚇的にならされたので、ドライバーをにら

みつけたら「だって危ないですから」と言い訳した。危ないのは車で、人ではない。裏道から

車を締め出すわけにはいかないが、強い規制が欲しい。

20～30年前まで、人々は所嫌わずタバコをふかしていた。道路はもとより会社でも、会合で

も、芝居小屋でも、買い物しながらでも．・・・このごろは人の集まる所で喫煙する人は見え

なくなったが、もっと悪質な車がそれに替わっている。

最近、藤沢駅周辺の数百メートルが路上禁煙エリアになった。数カ所の喫煙所以外は全面禁

煙である。路上喫煙でいけないのは歩行喫煙である。火を外側にして歩けば対面者の服を焦

がす恐れがないわけではない。子どもが失明した事件もあった。

ポイ捨ても怖い。乾燥した冬場は火事の危険を伴う。私は住まいの近所ではモク拾いをやつ

ているが、火のついたまま捨てられているのが目立つ。火は自然に消えているが見れば判る。

路上禁煙エリアは藤沢駅周辺だけでは意味がない。まず、辻堂駅や湘南台駅などの周辺か

ら市街地全域に広げるべきだ。担当の藤沢市役所環境管理課に訊いた。「ゆくゆは、そういうこ

とを考えていくつもりです」との返事。役所はのんきなところだ。喫煙者はいたる所で締め出さ

れているから、歩行喫煙者は禁煙エリア以外では増えるだろう。役所はそこに目を付けて早急

に対処すべきである。

車にも同じことがいえる｡まず駅周辺の禁煙エリアから締め出し､他の市街地では規制をかけ、

歩道など道路を整備すべきである｡この点も環境管理課に質してみた｡「それは考えていません」

とのこと。「環境の悪化はタバコのせいだけではありません」「車はもっとひどいと思いませんか」

「その通りと思います」・・・・のれんに腕押しだった。植木等流に「わかっちゃいるけど、で

～きない」ってことか。車の規制を拒んでいる闇の力がある。
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